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カセットコンロ用ボンベ・スプレー缶は
必ず中身を使い切って、穴をあけて処分しましょう。

以下の処理手順を守り、適切な方法で処分をお願いします。

中身の残ったカセットボンベ・
スプレー缶を排出すると、
ごみ収集車両、ごみ処理施設での
火災、爆発の原因になります。

冬はお鍋の季節。
カセットコンロを使用する機会が増えるかと思いますが、

カセットコンロ用ボンベ・スプレー缶を処分する際は必ず中身を使い切り、
屋外で風通しがよく火の気のない場所で穴を開けてください。

□✔中身を完全に使い切る 
 缶を振ってシャカシャカと音がする場合は、中身が残っています。 

お鍋などの料理をする際に余ってしまったガスは、やかんでの湯沸かしに利用するなどして、 

全部使い切ってしまいましょう。 

また、スプレー缶などで中身が残っていると穴を開ける際、内容物が噴き出す恐れがあり、 

目に入ったりした場合、重大なケガにつながりかねません。 

完全に使い切るか、中身を出し切りましょう。 

 

□✔室内でのガス抜きは厳禁 
 室内でガス抜き・中身を抜く作業をするのは絶対にしないでください。 

可燃性ガスは空気よりも重いため室内の下部にたまり、換気扇を回しても排気されません。 

溜まったガスに静電気などで引火すれば、重大な事故につながりかねません。 

火の気のない、風通しの良い屋外で行ってください。 
 

□✔なるべく専用の器具を用いて穴あけを 
 くぎや金づちなどを用いて穴をあけようとすると、金属がこすれて火花が発生する場合が 

あり、ガスに引火すると大変危険です。専用の穴あけ器具を使用しましょう。 

ホームセンターなどで購入可能です。 

缶を手で振って
中身の有無を

確認してください。

「シャカシャカ」
など音がするなら、

まだ中身が
残っています。

必ず使い切り
ましょう！

穴あけをする。

※火気のない風通し
のよい屋外で行って

ください。

資源ごみとして
出す。

スプレー缶の
中身が使い切れない！
どうしたらいいの？

少量であれば、新聞紙や布に吹

き付けて使い切ってしまいまし

ょう。（※必ず、火の気の無い風

通しのよい屋外で行いましょう） 

大量に中身が残っているようで

あれば、商品に表示されている

メーカー、販売元にお問い合わ

せをお願いします。 

また、最近のスプレー缶には

ガスを出し切るためのガス抜き

キャップが装着されています。

安全にガスを抜くことが出来ま

すので利用しましょう。 

ガス抜きキャップの形状や使用

方法は商品によって異なります

ので、商品に記載された説明を

ご覧になるか、メーカー、販売

元にお問合せください。 

回 覧



環境情報紙「エコみっけ」 令和3年11月18日

の をお願いします
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